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プラスチックの着色について

永　井　芳　男・白　沢 謙

1．　序

　街中到る所で赤い公衆電話器が目につき，またデパー

トの各売場にもプラスチック製品のない箇所はないくら

い，われわれの日常生活へのプラスチック製品の進出は

目ざましく全く驚嘆のほかはない程である．

　それは単に紙，木材，繊維，金属，ガラス，ゴムおよ

び皮革等の代用の範囲ではなく，それぞれの特性をもつ

てきているのである．

　これら各種のプラスチック製品の大半は実用上または

美的要求から着色されて使用されており，したがって着

色の問題もプラスチック工業の発展と共に重要な問題と

なってきた．

　非常に多岐に亘るプラスチックの着色については，そ

れぞれの部門で極めて真剣な研究，検討がなされている

ので，ここではそれについての概要と若干の興味ある点

に触れてみることにする．

2・プラスチックの着色法

　プラスチックの着色法は大別して次の3通りが考えら

れる．

（1）着色剤の微粉末をプラスチック原料に加え着色し

た後，成型する方法．

　熔融紡糸の合成搬維のあるものおよび尿素樹脂製品は

この方法で着色される・

　（2）着色剤を適当な媒体中に分散混和せしめ，液状，

ペースト状・またはチップ状としてプラろテツク成型過

程に加えて着色する方法・

　セルロイド，塩化ビニール，ポリエチレン製品の着色

および化繊類の原液着色等はこの例である・

（3）プラスチック成型後に染色または着色剤をコート

する方法・

　合成繊維類の染色，捺染もこの方法であるが，フター

ル酸系のような縮合性合成樹脂を水溶性螢光色素で染着

せしめた螢光顔料等もこの例であろう・

　着色剤としては染料と顔料であるが，堅牢性等のため

顔料が主に使用され，その中でも着色濃度の関係から，

特に有機顔料が重要な地位を占めてきた模様である．い

ずれの方法の場合でも着色剤の良好な分散を図るため表

面処理等が必要となり，またプラスチック成型加工時に

150～200°Cの加熱が行われるのが普通でその間変色の

憂いのない着色剤の撰択が必要である．

3．着色の堅牢性

　日常生活に用いられるものが多く，使用中変槌色した

り，その色で他のものを汚したりすることは好ましくな

く一般に次の堅牢性が特に必要とされる．

　（1）耐光堅牢度

　着色物の日光堅牢度は換言すればその光酸化性で，紫

外線にも影響を受ける．

（2）耐熱堅牢度

　着色剤とプラスチックとの相関性が問題である．

（3）耐ブリード性

　耐水，耐酸および耐アルカリ，耐溶剤性が重要であ
る．

　これらの堅牢性は色素そのものにより左右されること

が多く，したがって使用する着色剤の性状には十分考慮

を払わねばならない・また特殊な安定剤を併用すること

によりプラスチック製品中では，著しく色素の堅牢性を

増加することがあるので，かかる安定剤の発見使用にも

大いに意を用いねばならないと思われる．

4．着色の鮮明性

　これは生活の向上と共に色彩感覚も発達して要求され

てきたことであるが，製品の商品価値の重要な因子であ

る．鮮明な着色剤の使用と着色工程における変槌色防止

が必要であろう．

　鮮明で堅牢な色素の出現を待つや切なるものがあると

思う．

5．　電気絶縁性

　電気スタンド，アイロンのコードに見受ける電線被覆

用塩化ビニールの使用は年々増加の一途を辿っている

が，これが着色にはその鮮明度，堅牢性よりはむしろ電

気絶縁性が問題である．

　普通，着色剤の添加により電気絶縁性は悪くなるので

あるが，中にはかえって良くなるものもある・これは色素
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自体の電荷と共に着色剤に含まれる水分・体質・表面処

理剤，電解質その他爽雑物に影響されるのである・一般

に色素の表面処理剤はほとんど悪影響を与える・現在は

特に緑，青，赤等の色相に良好なものがない・何しろ

10・・オー一ムのオー一ダーでうんぬんされねばならず・した

がってそれの測定方法，装置等も十分な再現性の信頼を

持ち得るまでの向上が望まれるわけである．

　6，　帯電防止

　着色有機ガラスの表面に塵がつき易いとか・合成繊維

製シートの自動車でかなり揺られた後・ドアに手をかけ

たところ感電したというようなことを耳にするが，これ

はプラスチックの表面に生じた静電気のためで・前述の

電気絶縁性とは逆の現象である．

　電気絶縁性を低下せしめれば防げるので，活性剤で表

面処理した着色剤の使用はある程度の効果があると思

う．このことは着色剤よりはむしろそのプラスチック自

体の問題となるであろうが，アイソトープをうまく応用

すれば帯電防止も可能となり，また絶縁性を高めること

もできるようになると思う・

7．着色剤の毒性

　かっての森永粉ミルク事件とか，また日赤中央病院の

産着スタンプによる乳児の中毒とかによって世間も大分

この方面に常時関心をもつようになってきた・元来，色

素はほんの僅かでも目立つので，特に食器用プラスチッ

クの着色剤については，その毒性を検討しておく必要が

あろう．

　市販の色素類は特に食品用に製造されたものは極めて

少なく，その多くは若干ながら毒性を有している・その

毒性は色素自体の特性に基くものもあるが，時には製造

工程中に有害毒物を爽雑する場合もある・主成分に有毒

金属を有するものは一応有毒と考えねばならない．ター

ル色素が人体に及ぼす中毒性は無機物質またはアルカロ

イドに比ぺればはるかに少ないのである・

　毒性が問題となるようなプラスチック製品の着色には

できるだけブリードしないでしかも毒性少ない色素を撰
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定しなければならない．

　色素の化学構造とそれの人体に及ぼす毒性の範囲の関

係を，なるべく早急に正確に究明されることを望む次第

である．

8．着色の均一性

　もし公衆電話器で受話器と台との赤い色相が僅かでも

違っていたり，原液着色合成繊維の服地に色むらが生じ

たりするならば，それは着色剤の晶質特に色相，着色力

等が一定でないか，または着色工程操作が同一でなかっ

たかに原因すると考えられる・最近，品質管理，工程管

理が軌道に乗ってきたが，それの徹底によるところ極め

て大である．

　”色”というものが人間の感覚によるものだけにそれ

を規定する要因が複雑で，なかなか定量的には解決し難

いが，色彩心理物理を基にした種々な測定計器を武器と

して多角的に攻めて行けば，実用上支障ない程度には規

正でき，その結果着色の均一性を得ることができるであ

ろう．

　なお，粒度と色相の関係については余り触れなかった．

9．　結 語

　今後さらに開拓されて行くであろうプラスチックの着

色では，適性の優れた色素の出現と着色方法の改良にま

つところ大きく，これが研究成果に絶大な期待を寄せる

次第である．

　なお，参考のため顔料の堅牢度と用途の表（第1表）な

らびに顔料の商品名と化学構造の表（第2表）を掲げてお

いた．プラスチックの種類と性質については著者の”住

宅とフ゜ラスチック”本誌，4，11号，45頁を参照されたい・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1958．．9．3）
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第1表　　顔料の堅牢度ならびに用途
　　（A，B，　C……の順に堅牢度減，　A’はAより梢劣る）

途用度牢堅

ユ　リ　ア

コ

ム

印刷インキ合成樹脂油性塗料水彩絵具耐アルカリ性耐　酸　性耐　油　性

耐溶剤性
セ　

ン

ア　

ト

ン簡ベゾルメタ

ノー

ノレ

酸チ酢エル

可塑剤

（D・O．P）

耐　水　性耐　熱　性耐　光　性

名準標No．

○○○○○　

○○○○　

○○○　

○○○○

○○

○

○

○○○○

○○　

○○○○○　

○○○

○○

○○○　○○

○○○○○　

○○

○○○○○　

○○○○○　

○○　

○

○○○

○○○○　

○○○　　○　

○○

○

○○○　

○○○

○○

C C

DiD
D　DDD　DDB　BD

　　　　D　　　　A

　　DBB～BABBCCC　　B

C　BC

illiant　Carmine　6B

illiant　Carmine　3B

illiant　Carmine　BS

illiant　Scarlet　G

illiant　Fast　Scarlet

ke　RedC

ke　RedD

eRed　4R
hol　Red　R

manent　Red　GG

manent　Red　R

aRed
Ican　Orange

azolone　Red

tching　Red

azolon　Orange

htho10range

tOrange

tYellow　10G

tYellow　G

zidine　Yellow　G

zidine　Yellow　GR

ment　Green　B

halocyanine　Green

halocvanine　Blue　B

halocyanine　Blue　non
st

tSky　Blue

eBordeaux　10B

deaux　5B

eBordeaux　2R

　Maroon　M

mond　Black

al　Magent

ra　Fast　Violet　R

°nichi　Fast　Pink　G　Toner，

ra　Fast　Blue　B

nichi　Fast　Blue　Bo　Toner，

reen　Lake

lkali　Blue　Toner

123

24－2

25

Q6

Q7

Q8

Q9

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

No．31　以下標準名がないので，適宜商品名を用いた
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第　2　表 顔料の商品名と化学構造
生　産　研　究

No

1

2

3

4

5

6

7

6

ク

標準名
莇衛冨6≧塀～舵6β

躍陥〃でζ翫η伽3β

命漁勧！伽πカ‘∬

命遜2冴rJ馳灌ご6

βn？ltk〃t石sttJ｝ttrleご

∠ake　Red（：

∠ake　Red∠）

∠4ん湿ノ4£

∠t’～’har　Red　i？

夕1国商品名

漁㍑励餅ω
魚嗣nc〃施ご砥（勿
Rvblre　Te），er　413　（Xt’ノ）

・thvt　Carav1〃e（Pv？）

秘囎哉ん’t．di　jb

　　　CMtfi）
teteScarfetjβ（切

firilltUntltteRe／R

　　　　（AA，P）

Aast．E｝v，let　6rGYE）

Ptkment∠4鳶漉∠c

　　　　c！兇β）

撫診6‘ゐ砺ごβの）

fironze　．ha　rtd　rlc／）

∠ak　ldt∠）（駈∠の

堀鋤ゐ研β⑳）
〃泌4”’βo％，

Me〃lt’thfasttlarteご

　　　　rκソ♪
Te～診」己温加魚ノ‘thp）

∠t’／hdretR（5＞（B♪

構　造　式

劉繍
　　砺ー

　什　←血　

ぜ妬濫
ー

鑑．誰

　チ

1讐
　　駈

ト

船選評

　　∬』島㎜ew
・愉桝怠

α脇κY7　0H
σN・rvB

縄
鵬繭

叱87魂

畿

国内商畠名別

rmine　6β（PPI）

’rltttla〃tC2rrmlnご6β励）

　6∠9鋤6β乃〃er
～～窟魚渉∠鷹鋸乃肥倣

　醐β旨〃篇4疋6砺認6β

　6B万〃eノ
　よew．　（JM／Nf”t）

＆型命’僑寵伽灘認6β

　　　　　　（JC砂つ

ltt’ll，le，tCl，zatbビjBrlarO）

命伽釜〃～脅脚rゐκ』’

　　　3〃㎜♪

ゆ惚伽の仰γ♪
arm‘’〃g　BLS‘16〃の

衡，》‘勧‘命漁雄君ご乙鳳齪β

　　　　　ω4鷹の
5tnxe〃～協4犀ゴ白襯‘隠み

　　　　　　（JVIの

βせ窩r冴どL勉舶’6伽）

　・　　・　6‘7VM）
命‘努，初‘’銘セゴ激，たこ

　　ε価伽〃㎜7♪
＆卿あ～t／iaeご」7carlet　G

　　　　　　で56sの

命陥π！忌s’JPvrleご伽♪

OrthrtatRcd　thnc（MrO）

6レ～昂傭‘’！おご、2arlet　G

　　　　‘∠凋〃Vlov〃

＆卿齪伽’伽をごα1の

∠ake　Red　6¶伽♪

∠ake　Re‘〆87rり　）

∠‘そθ佃ご6〃κでTaro）

　茄〃．！％ノ，舶．！5

　茄．～IVe．～んtew

血血あ〃∠7んRed　C

　　　　r〃7〃M陥の

諏卿疎σ島κ儒1の

∠akc　Red　PぐPPI♪

　・　〃P　rm？勿
Ca栩eslne∠）canc．（7η惣）

凸‘層ζ〃4ん島ゴ〃

　　　　　r4㎜の

願油r4ズ伽♪
晶腰劒8（PP／♪

々ん紐4斧rη（TOM）
〃　・　　碑）（Toxo♪

♂》，雛輪ππゴ鳥44ひ？

，　　　（鋼〃鵬ノ♪

勧％‘撚θ島〆4ぐ

　　　　　CJcur）

‘’

狽�sRalR　（P〃）

　・’　”　一石〃ごraaro，♪

　・　－2R・ao？の
凸櫛‘毎協！RalRauav1－L

勘〃t”・）fcretRe〃留②

　　　　　　σ副o

No．

〃

ノノ

1～

15

14

15

17

re

19

～o

標準名

Pa，majrentRed　66

Ptrmvrent　k／R

Pare　ReV

屹伽πOrantfe

伽勿伽叙β

w％tchiv　Red

β擢論伽魑

塀施1伽解

Eas　t　Omnye

／E”“－t　Mt（ow　106

Edst　Me！Zerv　6

タト国商品名

ノ％」urdeaVtre〃ua）

鰍管ん謝660α
伽∠あumtVtheart”sv

　　　　‘PtP，

βrmane〃tralR（MZθ

劒ご’ゐぴ紹晦）

β摺〃16吻）

伽耀∂㈱，
Aη　te！魚4だ伍り

PtreRe〆θ％）

％伽伽解6疋
　　　　rnVB）

ValCdnechtmthrltfaり

構　造　式

躍も　認

澱

酬も　脚α痴

m・．K｝内㈱

　　寅
　　ua　、コる〃（〃z）

賊」

礁磁雌
　　　　ぢ

国函商畠名別

Arntre〃’虚666劒
　，1deA‘’伽ρぞご叙66

　　　　r細♪

ermvnentXIVRIg”er‘TV／bり

命‘免勧！伽4ππ∫叙航

　　　　ω4〃躍〃

Penr　Red（〃）／）

”　・r7〃〃）

洗癖‘舖雁勾r叙石刀87

　　　　（IM／N／enの

vatCd〃Omnye　（〃♪

磁厚ム伽’6吻♂砂勿
農血幽〃ん5f伽塑ε6尺

　　　　（PAIIVIc）Yl♪

伽伽創β伽♪
伽z磁’裡劔ぐloxo♪

命窃甜どん5’殿〃
　一　　・　〃　秘

　　　　r餌∠槻7ノ

　　雫

讐弄
　鵬

纏耀

arntteitG　rnge　6

　　　（Mlfi♪

の〃伽劉＠）

茄〃sttLpatfllvaeWB）

　tutrt’XeA鋭th（tew

　　‘s）rκγ2

lla”seyt！th　6〃物

「evaltTef”」trvt”）r命〕

　　　　（／Clノ

∠〃h卿／ん醒魚膨砿

　　　　‘Pvp）

2

曜8　淵

s
」ぞ

つ

讐倉

　α

乱晦纏

加紬伽解㈱
洗π磁〃伽彰θ伽の
Aln‘励んσ1OmngごRR

　　　　rm〃鵬〃
t£rerelteeldtbeOrtve

　　　　　　r．SCjの

Ontng・1。k～お伽）

－t @　・　（10XO♪
伽毎鋤～”a）A6thd　Ordnyc

　　　　rp4〃VICfi／？

ん5ガ伽勿ε伽）
ノ‘初～la！Omnyeで〃〃♪

ffamsa　Xet（e〃〃『捌

naPMXet％〃〃石〃γ

　　　　　（〃♪の
∠～r，’mtZhlftstZe／letr〃5

　　　　　　（50teワ

Palnt’diiEtstZellont　3G

　　　　（PA／rvlnz1）

ノ％aSd／ella〃6捌

ffMsu　rellav　if　M”er　（10／o？

命ん初～fas．tXettew6

　　　　（PA〃照7／
LXrera　fi5t　re伽6　（5ew）
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No、

〃イ

ノ～～一

～～

～3

忽イ

濯12

～5

～5

～7

28

～ク

jO

標準名

洗πz盈毎だ～7eN　6

＆tZt’dz’he　re～rferv　G）e

tt？tl7　men　t　6reen　B

A6tAalacrem∠he　6reen

外国商品名

伽lt7efesご后％鐸6Z

　　　rs，r／6∂
忍昭’dt’neだetowrPvp）

β切己〃！ダ渤βrβ）

Monvlt’deEasX6tcr〃

　　　firwsθfCγ♪

島忍6〃16泌㍑β吻）

伽轡勘6ω
／Voma’tra（E」オ6ree〃6

　　ぐ／c，クr伽）

舶％’あ卯〃伽飾ごβ1競轡飾〃β‘β，

　　　　　　　Memasha／r5stOl”eβ

　　　　　　　　（」）　（ICI）（（PtiP）

〃～賜～脚∠n∂B（ae

研6アst．

East　5k／　B∠〃e

　、

∠譜，島！吻〃〃β

60xaleaUt　sB

∠4ん偏4〃r2R

島刀舶脚〃v

Ot’rrmemd　Black

fUrde　raner　R　rク）

伽嘱〃’加紬
　　　　〃％）
Ic？］menffie・ufe∠㈲

ハ右物刀石π7あ9αり

PeY・・entshneri　to〃t．

　　　　　rβ）

構　造　式 国肉商畠名別

　αzζ遊加協〃6傍γノ

　　・　　－6石罵〆溜吻
　6Ta〃er！VeW．　G　TP．

　Paご》ζ泌挽π～鵜読～循減6ぢ

　GR．Gη「6L．lfR7．　rPAINICfi12

25dnroPen～t‘dt’neXe（（・wt7（㎜

　　〃罐
℃（tr　ti
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